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デイトナ が 提 案 する
新しい建築のカタチ

るため、“所有権の所在”を明らかにさせようとし
ます。現実的にはその法体系に準拠しながらも、で
きるだけ大自然をシェアできる施設としてのリゾ
ート建築。大げさに言えば、それは“人類の新しい
挑戦”ともいえるスタンスだと思います。

最近、積極的に海外から移入され始めたリゾー
ト建築の新しい利用法“バケーションレンタル（通
称バケレン）”は、好意的に解釈すればそのような
思想性を根底に持っていると言えます。新しく制
定された『民泊新法（住宅宿泊事業法）』によって、
年間 120日以内であれば、所有する物件を一般
に貸し出し可能なのです。一般にとは言っても、
素晴らしいビジュアルと落ち着いた“リゾートの
本旨”が理解できる人に限られるため、高度なデ
ジタルマーケティングとそのリテラシーの共有が
前提になります。

今回は、バケーションレンタルとしての利用を
前提とした海岸に寄り添う高床式リゾートハウス
を考えてみました。一般の工法では、敷地にコン
クリートの塊のような過剰な擁壁を最初に造営し
て、その上に建築をします。それが20世紀型。費
用も時間も多く要し、そして何より人間の都合に
よる“自然破壊”的なイメージが漂います。この建
築は、鋼管杭を利用した独自の工法により、自然
を所有するのではなく、寄り添うイメージを表現
しています。ここを静かに利用することによって、
自らの存在を根底的に考え直す時間を持つことが
できる。感覚が研ぎ澄まされ、人生はより豊かに
なることでしょう。

江戸時代に庶民の間で大ブームとなった“お伊
勢参り”をはじめとして現代に至るまで、日本人
の観光のイメージは、霊験あらたかな神社仏閣や
有名な景勝地などを、寸暇（すんか）を惜しんで見
てまわるという、少し忙しいイメージがあります。
しかも団体でそれを行うことが“日本人特有”と言
われた時期がありました。一方、“リゾート”という
概念は、それとは少し違うイメージかもしれませ
ん。自然環境豊かな場所での“長期滞在”や“保養”
のように、むしろできるだけ静かに元の自分を回
復するというイメージがあるような気がします。

そのような“リゾート”という概念は、明治以降西
洋人によってもたらされたものです。箱根、日光、
軽井沢などは、もともと景勝地ではありましたが、
明治初期に来日したお雇い外国人によって、そのよ
うな意味の“リゾート地”として再発見された場所で
す。ですから必然的にそれらの場所に建つ初期のリ
ゾート的建築物は、西洋建築の様式で作られました。

その後、西洋に対する日本人のコンプレックス
と相まって、日本人の“リゾート”という言葉の使
い方も変質。本来的なリゾートの趣旨を離れて“西
洋的ステイタス”を身にまとった、という階級を象
徴するイメージが付きまとい、奇妙な変質を続け
たのです。1980年代になると、リゾートは高度経
済成長の勢いもあって大衆化しました。その頃の

“リゾート”という言葉には、バブル期の“上昇志
向”のイメージそのものでした。“西洋的”で“リッチ”
という表層的なイメージです。しかしバブルの崩
壊とともにそのイメージは崩れ落ちていきました。

一方で、本来の“リゾート感覚”を日本人に紹介
していたのは、むしろ様式的な西洋的意匠性を否
定する“ モダニズム ” の建築家でした。例えば
1962年に発表された、吉村順三の『軽井沢の山荘』
は、自然との一体感を日本人らしい感受性で表現
した独特の穏やかな境地を表現しています。そし
て、2020年代、従来の“階級的上昇志向”や“所有
欲”という赤裸々な欲望を相対化して、純粋に自
然と相対するイメージの新しいリゾートの考え
方、あるいは本来のリゾート感覚が日本において
も一般化してきました。それはいわば“高度なシェ
ア”という考え方です。本当は豊かな森や山や海は
だれの所有物でもありません。それを個人の所有
とステイタスの表現として独占すること自体、い
びつな欲望なのかもしれない。という疑問が表出
したのです。しかし現代社会の法体系は、誰が税
金を納めるのか？ を明確化させるシステムであ

自然に“寄り添う”高床式建築の
バケレンとしての可能性
自然を“所有”するのではなく、自然に“寄り添う”建築を媒介として、

“高度なシェア”というスタンスで、 大自然に接する“バケーションレンタル”。
その可能性について考えてみました。

海を眺める“望洋”をテー
マにしたオーシャンリゾ
ートヴィラのプランニン
グ。大きく崖に張り出し
た広い寝室は、高床式建
築ならではの設定。気分
を変えて屋上のジャグジ
ーバスも生身の存在とし
ての自分を再認識させて
くれます。

FLOOR PL AN

LDK inc. 代表　玉田敦士
デイトナをはじめ、カーマガジンでの長
期連載、ムック本である CAR&HOME
にて、常にクルマと住宅の関係について
提案し続けてきた建築プロデュース会
社LDK inc。建築設計はもちろんのこと、
建築システムの開発や商品開発も行う。

www.daytona-house.com

デイトナハウス× LDKの建築システムを構成するのが
軽量鉄骨のLGSパネル。厚さ3㎜〜 4㎜、幅12.5㎝、 
厚み5㎝の『Cチャンネル』と呼ばれる部材を、横幅182㎝、
縦270㎝の長方形に溶接して製作。デイトナハウスは、
この基本の形を連結することで、住宅やガレージのみな
らず、別荘、店舗、賃貸住宅などの様々な建築を作って
いく、全く新しい建築のカタチとなっています。パウダ
ーコーティングが施されたその鉄の素材感と、力の伝達
を受け持つ『ブレース』が織りなす、インダストリアルで
飽きの来ない空間のテイストも持ち味となっています。

W hat ’s  DAY TON A  HOUSE ?

 インナーガレージと一体感のあるリビングルーム。愛車のハ
イレベルな工業デザインが室内のアクセントとして機能し、天
井と庇の連続感が開放性を一層強調します。

 外部に見える海と一体になる屋外のインフィニティ型のジ
ャグジーバス。自然と向かい合って、今ここにあるがままを実
感する場所。まるで座禅の境地に近い貴重な時間です。

 崖の斜面で海に張り出すミ
ッドセンチュリーデザインのリ
ゾートヴィラ。建物背面には道
路があることが工事の前提条
件となります。直線的なデザイ
ンは、むしろ人為の矮小さを表
現する謙虚な表現です。
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　 大阪ミナミの動脈ともいえる近鉄
南大阪線。始発の大阪阿部野橋駅から
わずか4駅目の針中野に、近鉄×デイ
トナハウスのガレージレジデンス企画
の第2弾『K･BLOC  HARINAKA 
NO』が完成しました。今回は、前回の
ようなGLBタイプ（連棟長屋）ではなく、
戸建てタイプでの企画です。
　コロナ以降の急激な社会の変化の中
で、都市の交通インフラの位置づけも
微妙に変化し始めています。必ずしも
毎日決まった時間での通勤を必要とし
ない労働形態の企業が増加中。ともす
れば、テレワークが多くなり、家に引
きこもりがちな昨今ですが、そんな時
こそ能動的に外に出て生きた情報をイ
ンプットすることが大事なのです。こ
の高架下戸建て住宅は、鉄道の利便性
に加えて“自ら動く”ための出撃基地と
してのガレージを兼ね備えた、まさに“動
く人”向けの賃貸戸建て住宅なのです。

　 江戸時代の昔から交通の要所とし
て栄えた木更津の地。風光明媚であり
つつ、文化の中心と至近距離。しかも
天然の良港があったりと、様々な利点
を併せ持つ場所なのです。東京湾を橋
で繫ぐアクアラインと、 千葉縦貫道
が完成したことで、その位置づけは今、
さらにパワーアップし始めました。
　モビリティや高速道路網の発達で、

“2WAYアクセス”が可能な場所。空い
てれば東京都心にも30分、南房総の
美しい海にも40分でアクセス可能な
好立地なのです。この仕事も遊びも両

　ウェット感満点の大阪の下町風情。
今でも賑やかな商店街や、おいしいお
好み焼き屋さんのある街、針中野。そ
のはるか上方を走る近鉄電車の高架
下の場所。そこは都市にぽっかり空い
たエアポケットのような場所。自然発
生的な非合法の店舗が群生した終戦
直後の名残りを整理しながらも、いま
全く新しいエアポケットの利用法が各
電鉄会社で模索されています。近鉄グ
ループの『K･BLOC』シリーズは、その
中でも特に画期的な21世紀型の高架
下住居企画なのです。

方こなせる中間基地ともいえる環境
を十分意識して、この度間取りの違う
２つのタイプの棟をそろえた『GLB 
AQUA-KISARAZU』が満を持してオ
ープンします。２棟はそれぞれ、豊か
な吹き抜け空間を持つ従来型の A棟
と、 間口の広い居住性を重視したタ
イプのB棟。格納する愛車のサイズや、
格納するギア類の物量、その他ライフ
スタイルに応じてセレクトできるので
す。2つの棟に挟まれた空間には、モー
ターフリークにはたまらない濃密な空
気が充満することでしょう。

従来の高架下のイメージを完全に塗り替える
戸建てガレージレジデンスが誕生しました。
喧噪が賑やかな大阪市内の中心部に位置する
出撃基地に、ふと昔見たSF映画を思い出しました。

いろんな意味でハイパーな
高架下ガレージレジデンスの近未来

K·BLOC HARINAKANO

詳細は
こちら

木更津金田ICより2㎞圏内の好立地に
ライフスタイルの拠点となるGLB登場

GLB AQUA-KISARAZU

Specialthanks/ 花繁　hanashige87.theshop.jp

Specialthanks/
LAMBORGHINI OSAKA
lamborghini-osakakobe.com

Specialthanks/LUCK MOTORCYCLE www.luck-mc.com

1929年式のホットロッド
と珠玉のチョッパーをガレ
ージに格納した風景。露出
したマットな鉄骨フレーム
と、そこに格納されるクルマ
がまるで会話をするように
呼応するかのようです。デ
イトナハウスがこれを“構造
デザイン”と呼んでいます。
壁面にはキャプテン・アメリ
カのポスターを。気分はまる
でイージーライダーですね。

鉄骨の骨格を露出させた２Fの
リビングルーム。この空間では、
鉄骨の緊張感を上手に緩ませ
る、傑出したデザインの家具が
フィットします。無駄な意匠性
を排除した原型的な“モノのカ
タチ”の追求。構造と家具デザイ
ンの真剣勝負。その営為を経た

“モノ”だけをチョイスしたいと
ころですね。もちろん瑞々しさ
を空間にプラスする観葉植物
達も忘れずに。

8住戸がズラリと連結したA棟の外
観。これは全国に増殖中の『BLACK 
HANGAR』と呼ばれるタイプで、
何と言っても他の追随を許さない豊
かな吹き抜け空間が持ち味。開放的
な空間性重視のユーザーにはピッ
タリのガレージ住居なのです。

螺旋階段の部分に縦に貫くガラスウ
ォールを持つB棟。サイズは3×4ス
パンのリッチな空間となっていますの
で、住居使用はもちろん、ファミリー
層やDINKsのレジャー拠点、オフィス
や会社の保養所としても活用可能です。

B棟でのライフスタイルシーンがよくわかる断面CG。ガレージの間口の余裕が豊富なギア類の
ディスプレイを可能に。1Fガレージ奥にトイレ、洗面、バスといった水まわりを配置することで、
2Fは伸びやかな空間を確保しています。

G A R A G E  1

一方、ランボルギーニ・ウラカンエヴォのようなスパルタンなスーパーカー
が格納されても、違和感なく完全にそれを受け入れてしまう鉄骨フレー
ム空間。それどころか、ウラカン後部のV10エンジンが格納されたガラス
部分からのぞく、X形状の骨組みとも、高度な親和性を実感できました。

G A R A G E  2

L I V I N G

B棟のリビングルーム
イメージ。2階には個
室、キッチン、トイレ、
クローゼットが備わり
ます。リビングだけで
8坪。更に寝室として
も使える個室やクロー
ゼットも備えているた
め、リッチな平面的豊
かさを重視するユーザ
ーにはこちらのタイプ
がふさわしいのです。

L I V I N G

A 棟

B 棟

詳細は
こちら
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21世紀型の建設業を考えるということは、そもそも近代とは何か？ 
近代社会の成立に建築が果たした役割とは何か？ を考えることと同義です。
21世紀にはいったい何が終わって、何が始まるのか？ 
そして具体的なデイトナハウスの建築企画は、なぜ21世紀的な
チャレンジをするのか？　じっくり腰を据えて考えてみました。

D a y t o n a  H o u s e× L D K

Text/Atsushi TAMADA

時代の変わり目にデイトナハウスが考える

“21世紀型建設業”のイメージ
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。

明
治
維
新
の
前
後
、
日
本
の
建
築
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さ
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さ
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』の

本
社
移
転
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。本
社
機
能
を
、

汐
留
の
高
層
ビ
ル『
シ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
』

に
集
中
さ
せ
て
い
た
同
社
は
、
再
び
そ
の
機
能

を
分
散
し
て
川
崎
な
ど
の
郊
外
へ
引
っ
越
し
す

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
理
由
は
テ
レ
ワ
ー

ク
の
普
及
に
よ
る
東
京
都
心
へ
の
本
社
機
能
集

中
に
意
味
が
な
く
な
っ
た
、と
い
う
こ
と
で
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
系
の
大
手
企
業
だ
け
に
、テ

レ
ワ
ー
ク
を
加
速
さ
せ
た
い
と
い
う
意
図
も
含

ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
に

し
て
も
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
コ
ロ
ナ

蔓
延
の
最
盛
期
よ
り
は
全
国
的
に
は
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
率
は
下
降
し
て
い
ま
す
が
、し
か
し
な

が
ら
こ
の
大
き
な
流
れ
は
不
可
逆
的
で
、
今
後

再
び
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
普
及
の
方
向
に
進
ん
で

い
く
の
で
は
な
い
か
?  

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

確
か
に
社
内
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
減

退
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
要

因
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
家
事
労
働
の

分
担
と
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー

ク
の
両
立
や
、
交
通
費

造
で
す
。そ
の
新
技
術
に
よ
っ
て
、
地
面
の
土

地
の
価
値
を
2
倍
3
倍
と
上
方
向
に
増
幅
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て

人
も
お
金
も
情
報
も
、ど
ん
ど
ん
都
市
中
心
部

に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。ち
な
み

に
日
本
に
お
け
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
築

で
現
存
す
る
最
古
か
つ
本
格
的
な
も
の
は
、
横

浜
市
の
日
本
大
通
り
に
面
し
て
建
つ
『
横
浜
三

井
物
産
ビ
ル
』と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
竣
工

は
案
外
早
く
、
1
9
1
1
年
。し
か
し
そ
れ
ら

の
新
技
術
を
駆
使
し
た
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
本
格

的
に
建
築
さ
れ
始
め
る
の
は
、
関
東
大
震
災
後

の
1
9
2
0
年
代
で
す
。

大
雑
把
に
言
え
ば
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

が
一
般
化
す
る
中
で
都
市
の
地
面
を
盛
り
蕎
麦

の
よ
う
に
上
方
向
に
増
殖
さ
せ
て
い
く
技
法
＝

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
作
る
仕
事
も
ゼ
ネ
コ
ン
の
主

要
な
仕
事
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。そ
こ
か

ら
先
は
非
木
造
や
公
共
施
設
や
軍
事
施
設
、
大

手
企
業
の
本
社
屋
な
ど
が
ゼ
ネ
コ
ン
、
木
造
を

中
心
と
し
た
住
宅
が
地
場
の
工
務
店
と
い
う
分

業
。と
い
う
よ
り
、〝
建
築
業
の
二
極
分
解
〞が
よ

り
明
確
に
な
り
、そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
政

府
の
後
押
し
も
受
け
な
が
ら
、ゼ
ネ
コ
ン
は
巨

大
化
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
&
ビ
ル
ド
の
国
家

日
本
が
土
建
国
家（
公
共
事
業
に
よ
る
土
木
、

建
築
事
業
で
雇
用
を
確
保
し
、
経
済
を
回
す
、

そ
れ
を
原
動
力
と
す
る
国
家
）
に
な
っ
た
原
因

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
何
と

言
っ
て
も
特
筆
す
べ
き
は
1
9
2
3
年
の
関

東
大
震
災
と
1
9
4
5
年
の
東
京
大
空
襲
と

い
う
二
つ
の
大
い
な
る
破
壊
で
灰
燼
に
帰
し
た

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
は
他
の
先
進
国
に

は
な
い
特
徴
的
な
要
因
で
す
。東
京
は
一
度
な

ら
ず
二
度
ま
で
も
ゼ
ロ
ク
リ
ア
さ
れ
た
都
市
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。つ
ま
り
、
土
建
国
家
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
側
面
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
焼
け
野
原
と
瓦
礫
の
山
の
都
市
に
、

再
び
必
要
な
建
築
を
コ
ツ
コ
ツ
と
作
っ
て
い
く

国
家
。あ
る
い
は
天
災
の
対
策
と
し
て
恒
常
的

に
土
木
工
事
を
行
な
っ
て
い
く
国
家
。経
済
を

そ
う
し
て
土
建
中
心
に
回
す
癖
が
つ
い
て
し
ま

&
事
務
所
賃
料
の
削
減
な
ど
、
物
理
的
に
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
優
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
?  

と
考
え
る
か
ら
で
す
。

現
段
階
は〝
行
き
つ
戻
り
つ
〞を
し
な
が
ら
、
社

会
全
体
が
そ
の
変
化
の
実
像
を
じ
っ
く
り
吟
味

を
し
て
い
る
時
期
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
し
仮
に
社
会
全
体
が
更
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
加

速
さ
せ
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
常
態
化
さ
せ
る

状
況
に
徐
々
に
推
移
し
て
い
く
と
し
た
ら
、
前

述
の
都
市
の
位
置
付
け
は
変
化
し
て
、
林
立
す

る
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
空
室
が
目
立
つ
よ
う
に
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

従
来
型
の
21
世
紀
の
イ
メ
ー
ジ
と
建
設
業

一
般
に
は
、
21
世
紀
の
建
築
と
い
う
分
野
の

イ
メ
ー
ジ
の
中
心
は
、
Ｃ
Ｏ
2
削
減
や
労
働
形

態
の
変
革
（
週
休
2
日
な
ど
） 

が
、
賑
や
か
に

論
じ
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、
私
は
そ
れ
に
つ
い

て
こ
こ
で
論
じ
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。な

ぜ
な
ら
ば
、そ
れ
ら
の
議
論
は
基
本
的
に
今
ま

で
通
り
の
建
築
の
需
要
が
存
続
す
る
こ
と
が
前

提
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。む
し
ろ
、こ
こ
で

考
え
て
み
た
い
の
は
、
社
会
の
大
き
な
変
化
の

中
で
の〝
建
築
の
必
要
性
〞が
存
続
す
る
の
か
?  

ま
た
存
続
す
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
形
態
で

あ
る
の
か
?  

と
い
う
こ
と
で
す
。

1
9
7
0
年
の
大
阪
万
国
博
覧
会
当
時
に
共

有
さ
れ
て
い
た
21
世
紀
の
未
来
予
想
図
は
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー『
真
鍋 

博
』に
よ
る
も
の
が
代

ど
の
程
度
見
通
す
か
に
よ
っ
て
、
今
後
の
方
針

や
生
き
方
、
仕
事
の
仕
方
は
、
真
逆
の
二
方
向

に
分
か
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。私
は
こ
の
文

章
を
書
き
な
が
ら〝
自
由
〞と
い
う
言
葉
に
つ
い

て
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
原
型
は
、

1
9
6
9
年
に
公
開
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
映
画

『
イ
ー
ジ
ー
ラ
イ
ダ
ー
』
で
す
。た
ま
た
ま
大
金

を
せ
し
め
た
二
人
の
主
人
公（
デ
ニ
ス
・
ホ
ッ
パ

ー
と
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ン
ダ
）は
、
何
に
も
縛
ら

れ
る
こ
と
な
く
、ア
メ
リ
カ
の
大
地
を
東
に
向

か
っ
て
疾
走
し
ま
す
。ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
は
、

〝
Ｇ
Ｏ 

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
〞
の
掛
け
声
の
も
と
に
、
西

へ
西
へ
向
か
っ
て
、
元
来
住
ん
で
い
た
原
住
民

（
所
謂
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
）を
駆
逐
し
て
き
た
国
で

す
。そ
の
逆
ル
ー
ト
を
自
由
を
求
め
て
放
浪
す

る
二
人
。で
も
、1
9
6
0
年
代
の〝
自
由
〞は
、

映
画
の
中
で
は
南
部
の
住
民
に〝
目
の
敵
〞に
さ

れ
、
最
後
は
理
由
な
く
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
で
撃
ち

殺
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。い
わ
ば〝
自
由
の
敗

北
〞を
描
い
た
映
画
で
し
た
。そ
れ
か
ら
60
年
以

上
の
歳
月
が
流
れ
た
今
、
改
め
て
本
当
の
〝
自

由
〞
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
時
代
の
変
わ
り
目
を
し

っ
か
り
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
は
前
述
の
よ
う
な

社
会
の
変
化
、す
な
わ
ち
鉄
道
×
不
動
産
×
建

築
の
動
か
し
よ
う
も
な
い
三
位
一
体
の〝
体
制
〞

が
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
緩
ん
で
い
く
状
態
の
な
か
に
、〝
新
し
い
自
由
〞

の
幻
像
を
感
じ
取
っ
て
い
ま
す
。そ
の
新
し
い

自
由
の
中
心
テ
ー
マ
は
、
自
分
の
意
思
で
動
き

回
り
、
仕
事
も
遊
び
も
同
様
に
精
力
的
に
こ
な

す
、ア
ク
テ
ィ
ブ
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
〝
遊
動

性
〞と
呼
ん
で
い
る
概
念
で
す
。遊
動
性
を
元
気

に
進
展
さ
せ
る
要
素
と
し
て
、デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ

ス
が
主
に
取
り
扱
っ
て
い
る
〝
モ
ー
タ
ー
ラ
イ

フ
〞と
、
出
撃
基
地
的
な
機
能
を
持
っ
た
、ガ
レ

ー
ジ
ハ
ウ
ス
が
大
事
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、
新
た

な
位
置
づ
け
を
獲
得
す
る
の
で
す
。

従
来
の
建
設
業
は
、む
し
ろ
そ
の
三
位
一
体

体
制
の
下
請
け
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、い
わ
ば
20
世
紀
的
な
も
の
の
延
長
線

上
に
将
来
像
を
構
想
す
る
立
場
で
す
。し
か
し
、

私
た
ち
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
は
そ
の
立
場
は
と
り

ま
せ
ん
。積
極
的
に
仕
事
も
遊
び
も
〝
遊
動
性
〞

表
的
で
す
。
曲
線
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
高
層
建
築

が
林
立
す
る
都
市
空
間
で
、
ク
ル
マ
が
空
を
飛

び
交
い
、
立
体
交
差
の
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
の
公

共
交
通
が
行
き
交
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

日
本
の
建
設
業
は
こ
の
絵
を
い
ま
だ
に
抱
き
続

け
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
東
京
の
お
台
場
や
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
周
辺
な
ど
表
面
的
に
は
真
鍋 

博
の
イ

メ
ー
ジ
が
実
現
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
風
景
が

再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
真
鍋 

博
の
未
来

予
想
図
内
の
高
層
ビ
ル
の
中
に
は
何
が
入
っ
て

い
る
の
か
は
あ
ま
り
明
確
な
提
示
が
あ
り
ま
せ

ん
。お
そ
ら
く
現
在
と
同
じ
よ
う
に
、
企
業
の

オ
フ
ィ
ス
と
高
級
レ
ジ
デ
ン
ス
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。こ
の
当
時
、
現

在
の
よ
う
な
テ
レ
ワ
ー
ク
の
現
実
化
と
普
及
は

想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。だ
か
ら
絵
の

主
人
公
は
高
層
建
築
と
様
々
な
交
通
機
関
な
の

で
す
。も
し
今
後
と
も
都
市
中
心
部
へ
の
価
値

や
情
報
の
集
中
が
継
続
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
建

設
業
に
も
、そ
の
需
要
が
継
続
す
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
今
後
私
た
ち
は
都
市
中
心
部
の
空
洞
化

と
分
散
化
を
目
の
当
た
り
に
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。そ
れ
は
、
富
士
通
の
本
社
屋
移
転
の
よ

う
な
現
象
が
連
鎖
す
る
状
況
で
す
。

21
世
紀
型
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
と

デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス

右
記
の
よ
う
な
、
都
市
の
空
洞
化
と
分
散
を

建
築
は
、ゼ
ネ
コ
ン
系
（
近
代
系
）
の
領
域
で
し

た
。し
か
し
『
Ｌ
Ｇ
Ｓ
工
法
』
は
在
来
木
造
を
取

り
扱
う
木
造
系
の
職
人（
大
工
さ
ん
）が
、
施
工

で
き
る
よ
う
に
規
格
し
て
い
ま
す
。金
太
郎
飴

の
よ
う
に
画
一
的
な
ア
パ
ー
ト
と
い
う
商
品
領

域
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
全
開
さ
せ
る
鉄
骨

露
出
の
ガ
レ
ー
ジ
空
間
を
内
包
し
た
賃
貸
物
件

を
企
画
す
る
。そ
の
中
心
テ
ー
マ
は
〝
遊
動
性
〞

に
満
ち
溢
れ
た
21
世
紀
の
時
代
の
変
化
を
生
き

抜
く〝
出
撃
基
地
〞で
あ
る
│
│
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
が
全
く
新
し
い
21
世
紀
型
の
賃
貸
物
件
Ｇ

Ｌ
Ｂ
で
す
。

Ｇ
Ｌ
Ｂ
は
、
都
市
周
辺
部
に
と
ど
ま
ら
ず
、

い
ろ
ん
な
場
所
に
増
殖
を
始
め
て
、
時
代
の
変

化
に
即
応
し
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
表
現
し
て
い

ま
す
。例
え
ば〝
リ
ゾ
ー
ト
系
Ｇ
Ｌ
Ｂ
〞と
呼
ば
れ

る
も
の
は
、
都
心
か
ら
1
〜
1
・
5
時
間
圏
内

の
リ
ゾ
ー
ト
地
に
建
築
し
た
Ｇ
Ｌ
Ｂ
で
す
。こ
れ

は
明
ら
か
に
主
要
な
居
住
を
前
提
に
し
な
い
、

二
拠
点
生
活
仕
様
の
賃
貸
物
件
で
す
。〝
遊
動
性
〞

を
住
居
内
に
内
包
す
る
意
味
が
、
更
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
て
発
揮
さ
れ
た

新
形
式
の
Ｇ
Ｌ
Ｂ
。従
来
の

〝
ス
テ
イ
タ
ス
〞
を
振
り
か

ざ
す
た
め
の
〝
別
荘
〞
と
い

う
領
域
を
軽
々
と
飛
び
越

え
た
、
21
世
紀
型
の
住
居

形
式
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
高
床
式
建
築『
Ｔ

Ｙ
Ｐ
Ｅｰ

Ｆ
』
も
、
21
世
紀

型
の
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト

を
体
現
し
た〝
新
し
い
建
築

の
カ
タ
チ
〞
で
す
。そ
の
大

き
な
特
長
は
擁
壁
や
基
礎

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
用

せ
ず
、〝
自
然
に
寄
り
添
う

建
築
〞で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
従
来
、リ
ゾ
ー
ト
開

発
な
ど
、
自
然
環
境
豊
か

な
土
地
で
建
築
す
る
場

合
、そ
も
そ
も
大
規
模
な
造

成
が
行
わ
れ
、そ
の
斜
面
地

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
擁
壁

で
区
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

に
満
ち
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
す
る
ツ
ー

ル
と
し
て
の
住
居
形
式
を
提
案
し
て
い
き
た
い

の
で
す
。
私
た
ち
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
に
と
っ
て

の
〝
21
世
紀
型
建
設
業
〞
と
は
、そ
の
よ
う
な
も

の
な
の
で
す
。

デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
が
提
案
す
る

建
築
の“
新
し
い
カ
タ
チ
”

デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
が〝
21
世
紀
型
建
設
業
〞の

イ
メ
ー
ジ
を
体
現
し
た
時
代
の
変
化
を
深
く
考

察
し
て
提
案
し
て
い
る
建
築
の
〝
新
し
い
カ
タ

チ
〞の
実
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、そ
の
典
型
的
な
実
例
は
、〝
遊
動
性
〞を

中
心
テ
ー
マ
に
し
た
賃
貸
ガ
レ
ー
ジ
ア
パ
ー
ト

『
Ｇ
Ｌ
Ｂ
』で
す
。こ
れ
は
単
に〝
ク
ル
マ
の
置
き

場
が
併
設
さ
れ
た
賃
貸
物
件
〞
と
い
う
意
味
に

と
ど
ま
ら
ず
、よ
り
積
極
的
に
時
代
を
生
き
抜

く
た
め
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
ま

す
。Ｇ
Ｌ
Ｂ
の
ガ
レ
ー
ジ
や
居
室
は
、デ
イ
ト
ナ

ハ
ウ
ス
が
開
発
し
て
い
る
鉄
骨
シ
ス
テ
ム
『
Ｌ

Ｇ
Ｓ
工
法
』の
骨
組
み
を
露
出
さ
せ
て
い
ま
す
。

ビ
ニ
ー
ル
ク
ロ
ス
で
構
造
体
を
隠
ぺ
い
す
る
一

般
の
ア
パ
ー
ト
と
、明
確
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

大
量
生
産
品
で
表
面
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ（
隠
ぺ
い
）

す
る
20
世
紀
的
な
意
匠
性
と
訣
別
し
て
、ユ
ー

ザ
ー
が
自
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ギ
ア
を
格
納

す
る
こ
と
で
内
部
空
間
を
豊
か
に
す
る
、〝
セ
ル

フ
デ
ザ
イ
ン
〞が
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、こ
の
鉄
骨
シ
ス
テ
ム
は
、
前
述
の〝
建

築
業
の
二
極
分
解
〞
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
図

も
持
っ
て
い
ま
す
。従
来
鉄
骨
な
ど
の
非
木
造

そ
れ
自
体〝
人
間
の
勝
手
な
都
合
〞の
産
物
、
大

い
な
る
自
然
破
壊
で
あ
り
ま
し
た
。Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅｰ

Ｆ
は
、
斜
面
で
も
土
地
の
形
質
を
変
更
す
る
こ

と
な
く
、
鋼
管
杭
を
打
っ
て
、フ
ワ
リ
と
浮
か

び
上
が
り
な
が
ら
自
然
に
寄
り
添
う
建
築
形
式

を
実
現
し
て
い
ま
す
。森
の
中
で
も
極
力
樹
木

を
伐
採
せ
ず
に
、
建
築
す
る
こ
と
が
可
能
な
の

で
す
。Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅｰ

Ｆ
は
、
遊
動
性
や
都
市
か
ら

の
脱
出
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
の
要
因
な

ど
、
社
会
の
変
化
の
状
況
を
合
わ
せ
て
考
え
る

と
き
、な
お
さ
ら
時
代
即
応
性
の
あ
る〝
新
し
い

カ
タ
チ
〞
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

店
舗
建
築
仕
様
の『
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅｰ

Ｓ
』は
、き
わ

め
て
細
い
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
で
大
き
な
ガ
ラ
ス

面
を
構
成
し
て
、リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
コ
ス
ト
で

透
明
感
の
あ
る
店
舗
建
築
を
実
現
す
る
新
手
法

で
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、
派
手
で
大
き
な
看
板

を
設
置
し
た
店
舗
建
築
に
せ
ず
に
、
店
舗
の
内

部
の
陳
列
が
、
外
部
に
滲
み
出
る
よ
う
な
存
在

感
の
21
世
紀
型
店
舗
建
築
を
実
現
し
て
い
ま

す
。店
舗
は
今
後
、
商
品
陳

列
の
量
を
競
う
領
域
か

ら
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

を
併
称
し
た
、
省
ス
ペ
ー

ス
&
高
コ
ン
セ
プ
ト
な
形

式
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い

く
で
し
ょ
う
。一
見
ア
ー
リ

ー
モ
ダ
ン
で
レ
ト
ロ
な
印

象
も
あ
る
〝
人
肌
〞
の
鉄
骨

建
築
で
す
が
、
時
代
の
変

化
を
反
映
し
た〝
新
し
い
カ

タ
チ
〞と
位
置
付
け
ら
れ
る

の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、デ
イ
ト
ナ

ハ
ウ
ス
建
築
は
、〝
遊
動
性
〞

や〝
都
市
の
分
散
〞〝
モ
ー
タ

ー
ラ
イ
フ
の
優
位
性
〞な
ど

の
21
世
紀
的
変
化
を
、
従

来
と
は
全
く
別
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
商
品
に
結
実
さ
せ

て
い
ま
す
。そ
し
て
着
実
に

〝
21
世
紀
型
建
設
業
〞
へ
の

模
索
を
始
め
て
い
る
の
で
す
。

真鍋博の未来予想図

タミヤの軍艦プラモデルの挿絵が秀逸だった、 小松崎茂の
愛弟子・伊藤展安による「2061年の東京」
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